
ならないので ， 特に設備された車内が別に連結されることにな

っ ている。扱い貨物は特に迅速輸送を必要 とする食料品， 腐敗

変質しやすいもの ， f:'" 行級一般， その他刀、i去を却すると認め ら

れた ものと し ， 防UliJ と して大 口貨物は敏わない。

はんおうかも

TEEM は， その後欧州貨物列車時五1)友会議によりJ1'i発が決定

された。 t子一路もス トックホノレム (ス ウ ェー デ γ)= ロ ー マ (イタ

リ 7) 1::1 と ダ γ ケノレク( フラ ンス)=プダベスト(ハンガリー) 問

を含めて 31 本に町jlm L，ほとんど凶欧全域にまたがっている 。

3 運転 TEEM の運転線l旦は，次の主 '!l:: 7 紘|止を含み 29 TEEM に加J ~l，i した鉄道は， すべて TEEM の運転により鉄道

線区であった。 ア ムステノレダム(オランダ)=パリ(フランス )1 : :1 ， の貨物輸i2i需~ IJ~ 汚しく別加 し たことを報告している。また需

セノレベ ーノレ (IYJ仏)=ウィー γ (オーストリア)1/:]， ポ戸ーニ 7( イ 裂の地加により ， 欧州の 弘樹貨物輸i差分野に おいて も TEEM

タリ 7 )= オ ス ロ (ノノレ ウェ ー) I/ :J， ブダベ スト(ハ ンガ リー)= 旦 は航空機 と も | ー分鋭合できることが立証された。

トッタ オ ルム (スウェーヂ γ ) 川， ベノレグ ラ ー ド (ユーゴスラビ 1961 年秋季会"誌にお L 、て欧州貨物列車 11年刻友会議機構は ， 19 

7 ) = ミュ ンヘ ン (内刻，) 1::1. セノレ ベ ール (1行仏)= ア ッ ベン ワ イ 62 - 1 963 年のH午刻ぷのため， TEEM 運転線区の .ItL没を伴 う子1)

7 (1耳独) 1日J. ダ ンケノレク(フラ γ ス)=パ ー ゼノレ(スイス)1/:) 。 車l判発を i九議した。その結果 TEEM は次1<にみるように大き

運転H数は ， 、'"初は 1Ji 日 または特定 n に 1 1メ 1 : : 1 1 f!史であった。 く11'tI進を遂げた。

TEEM は当初j一一 日l) ， l;C 米の貨物列車が {n主 I ~I :~J I 巡転 I ~!:!::!仰!I ，~目、F均 l 年間列車 I l. 日平均 11 列車 、F均 |年間輸送ト ン |列車 1 キロ平
転用されたが， サ ービ ス内科は符しく改 鉄 iÚ I 料u川 ' j (l "1 数 | 刈'ド回数 | キロ | 列車キロ|走行キロ |キ ロ | 均給送トン数

普された。 た と えば， ナ ノレボン ヌ(フラ γ 61. 13: 29 i I I 

;μμ坂勾lリιj
を必 したの カが" TEEM てでJは刊匂切11時f時与 i速主 4幻7 キロ で ， Î所?斤f 則iゆ午川 3幻711時l咋与 TEEM 子列lリ1) >1単i 退運i輸!成氏t紙責表
!日1 となり ， ソ、に 36 11!f l/ :1の知紛となった。また， ブダ， 、スト=見

トックホノレム 2， 094 キロ 1::1では ， 従 ;Kの 、ドJ'} II!j 述 23 キロ で f9i ~i

lI ~j 間 90 1l !jl: : 1 を， TEEM は 、|付加お主 45 キ ロ で 19í'.Il.i lI!j 1/:) 48 II!jl/:J 

40 分に短縮 した。

TEEM JiU'I' の路線網 0961 ・ 5 I刷業吋初)
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州・ 列・.‘f ・区 111号線 医
1 7 ノ ダイ ~ グノヤルタ 61 ポ回 二アーパーゼル

S キ アγ ゾ~ グシケルタ 10 ミ s ンヘ J ーヲオルテ~ "}ア

6 グけルトバゼル HIポルツア ノ ー ζ .._ ;.-......:.-

10 7 ムステルダムーパ リ " ゼプ '1 ドゥイスーパ "、

13 セルペールーァ ，ぺMワ イ エル 75 ベホグラー ト ー ミ， /ヘ μ

l・~ ，レペー"_-。 イ 〆 " ゼプ・If'ゥイぇ- t ル ピ v方

" キ アγ ソーゼプ ' 1 . ッへ 80 プグペスト ー"ッザウ

22 x. 'j セ /ー 々 7 ヲ ゾ ・， 7'ダベ" ー ミ， ン ヘュ，

" べν 。ー~二 2邑 ールシペルタ 輔 プダヘスト ー タルピ v 羽r

33 if-"ローユアースト グ タ ホルム .. プグベス ト ー >f.~ ， 、

37 Jt: o→ユアーオ ;r， ø 91 ;1". ーフ ーザスユ..，'"} ハ ヲ a ν

・. -'::'- '"}五ンー キア ッゾ 93 ハ ゲノ ースト タホルム

・5 ポローュアーゼ プ') """ .~ヘ .. ' ト J ク ホルムーハーゲノ

・8 ロ γ テルグムーキア γ ゾ " ハ四ゲノ ー 羽町 又旬

51 プダペス ト ス ト .， クネルム

年 TEEM 列車

盟 I I -Wi 年間 I ~'1日1列車 ! 空間トンキ
| ド | タ11 * I~~/--: 、 1 ，;;;、1 J!"'. /"'J '1'. I単位 1000¥1f�'. (主1∞0 ト \

度 ! 数 回数 1キ ロ J i\ ンキ ロ j 

1962 46 1m28 3, 西 ドイ y
1963 54 I 11 , 291 4, 

オースト リア
1962 川8 1 2 叫2 
1963 18/211 3, 038 
1962 8 2, 402 3 ベルギ ー
1963 川1 1 ~: ~ ~~ 
1962 8 2, 044 4 デ ン マ ーク
1963 戸内山。
1962 ス ベ イ ン
1963 7 1. 747 1. 
1962 12 ! 2, 694 6 フラ ン ス
1963 16 ' 3, 133 2, 

7 イ タリア 1962 
1963 22 1 2, 660 
1962 730 8 I 1レクセン 71レク
1963 730 
1962 2 513 9 ノノレウ ェー
1963 2 I 613 

10 オラ ン タ' 1962 9 ! 1, 717 
1963 7 2, 034 
1962 11 スウェ ー デ ン
1963 7 I 3, 209 1. 
1962 1~( 1~ ， 3, 5?~ 1. 1 2 スイス
1963 19/27 i 3, 088 

13 ユーゴスラビア 1962 
1963 

606.7 831 ,000. 0 
977.8 1 ， 11 3.165 . 。

546.0 
668.4 160, 157.3 
484.4 
415.9 96, 903.0 
546.0 
531. 5 

198.6 455, 305. 7 
660.0 430， 3∞ o 
080.0 585, 000. 0 
582.1 781. 2 
702.5 238, 740. 6 
26.3 7, 450.3 
31.0 7, 131. 9 
86.7 
103.6 
213.0 I 54, 200.0 
238.0 
293.3 
901. 4 

ぺ 281.685.1 983.0 1 238, 045. 1 

49.0 I 92.5 

合 i 1962 143 1 35, 330 10, 140.6 ! 1. 605, 416. 6 
五十 ' .__ ~ . _~ ~~.~.::_ I --':::.::. ~ I 
1963 I 189 ; 37 , 453 I 13, 901. 6 I 2, 894 , 541. 1 

(11:) 記り ・ は数字ギ明

1963 fJ・ におげる TEEM は lì íj年に比べ巡転線区において 32

% ，列車 1 " 1 数において 6 % ， 列車キロ において 37 % ， 1 列車平

均走行キロにおいて 29 % ，輸送 ト γ キロにおL 、て 80 % ，列車 1

キロヂ均愉，1:トン数において31 %とそれぞれ増加を示している 。

TEEM の ill転制は，さらにギリシャ，ブルガ リ アおよびチェ

コス ロ バキ 7 へ鉱張される ことにな っ ている。

技術上の理"，もあるので， 欧州貨物列車l時刻IW会議参加lのす

べての鉄道が TEEM の述転に参加する二とはできないが， 欧

州主要国 1mに 11iI際尚速度列車をもって貨物を直通輸送する TE

EM の将来は明るい ものがある。

参考文献 外国交通詞}t資料第 14 {!! 1 2 号。同第 18 巻 6 号 。

Bulletin of the International Union of Railways 1961 N仏5。

同 1962 No.6. Union Internationale Des Chemins de Fer; Staｭ

tistiques Sp�ciales 1963 No. 1 2 。同 1964 N札 12. (佐 々 木 益雄)


